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はじめに
日本における ｢巡礼｣という言葉はしばしば西国三十三所巡礼や四国遠路など一定の複数寺院仏閣
に参詣することを意味し､あるいは-plgrlmage一の朝訳語として用いられている.ただ､｢巡礼｣とい
う言葉はもともと中Elの浜訳仏典で使われた用語■であり､経典や入唐僧によって日本に伝えられてい
た｡そのような ｢巡礼｣の意味について､五山文学である r竹屠暗中｣の ｢縛桑西州三十三所巡頑観
音堂囲記｣には ｢吾土有二巡惑之語_O不レ見二之囲記_｡亦不レ得二之於聖諸賢策之際_O蓋巡者如二巡狩
之巡】也｡礁者敬而憩レ之也2｣と記され､巡礼を ｢巡って礼拝する｣と解釈した｡また､r天険語録｣
の ｢地前河合荘岩坂三十三所巡穣観音安座鮎限法語｣には ｢着財童子歴=南方一百十城 Oー参二五十三
善知識-｡可レ謂二巡而惑者模式_也3｣とあり､華厳経入法界品に沓かれた蓄財童子の求法の旅を巡礼
の模範としているO
これまでEl本の巡礼研究は西国三十三所巡礼 ･秩父三十四箇所観音巡礼や四国八十人箇所遠路を主
な対象として,民俗学 ･地理学 ･歴史学 社会学などさまざまな分野から研究が進められている｡｢巡
礼｣という吉葉に関して､星野英紀は平安初期に入唐僧円仁が著した r入唐求法巡徳行記Jが史料上
の初見と述べているO真野俊和は中世以前において特別にコースを定めることなく行なう寺社参詣を
も ｢巡礼｣とよんだと論じている｡｢巡礼｣と ｢服札｣の表記については､田中智彦が中世前期まで
｢巡礼｣表記が圧倒的に多く､室町中期から ｢順礼｣という表記が現れ､江戸時代になると従来の ｢巡
礼｣に代って ｢順礼｣の表記が主流になったと指摘している｡高林渉の研究には時代設定がはっきり
していないが.一つの寺社に詣でることを ｢参詣｣とし､数箇所の寺社参りは ｢巡礼｣や ｢巡詣｣と
述べている｡また､中山和久が巡礼の研究史の整理と現代の ｢巡礼｣事例の分･折を通じて,巡礼とい
う概念の多様性を述べた｡
ところが､外来語である ｢巡礼｣が伝来当初,どう理解されていたのか?時代の流れにつれて､言
中B]語としての ｢巡礼｣の意味について､r漢語大詞典｣によると､(力持宗教徒参拝僻事或聖地 (信者が寺社.
聖地を参拝することを指す)(参柏tR光或源覚 (観光あるいは遊覧を指す)と､二つの藩味があるOその内､(むは
唐詩や経典にも用例が見られ､｢巡礼｣という言葉の本来の意味とされている.(参はのちに派生したものであるo
r緩群昏類従｣12上.P486｡また､本文中で引用した史料の返.Efは筆者によるO
同上.13上.P21
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薬の意味と用い方にどのような変化が現れたのか?日本人の信仰意識とどのような関わりがあるのか
について､これまでの研究には不充分な点があるO本箱では平安～鎌倉時代の史料を中心に ｢巡礼｣
という言葉の用例を整理･分類する｡さらに､r大正新伸大蔵経j(r大蔵経Jと略記)に見られる用例
との比較を試みたい.中国語の ｢巡礼｣と日本語のそれとの関係を中心として ｢巡礼｣の語義と信仰
行動としての意味を考察してみたいと思う1｡
-､平安初期の ｢巡礼｣
｢巡礼｣という言葉は七世掛 こすでに中国の古典に見られる｡唐の初期に玄英の旅行記 r大唐西城
記j巻第七に ｢欲レ還二本土_､巡頑未レ周5｣と省かれている0688年成立の r大唐大藩恩寺三森法師伴｣
巻第三 ･第四にも ｢巡ニー惑聖迩ー 6｣が見られる｡八世紀初頭に洪訳された r根本説一切有部見奈耶皮
革別 巻下には ｢我欲二諸寺遊行_｡毎レ清二随身 Oー縫ニー過塔所_O巡ニー薩筆述_7｣とあるO700年に訳
された r根本薩婆多部律別 巻第四には ｢制底香登常廠二塗掃_｡依レ時巡種8｣､702年の r根本説一切
有部El待迦｣巻第十には ｢遊二･歴四方_､巡ニー惑制底_9｣とある.｢制底｣とは堂塔のことで､二つの
用例とも堂塔を巡礼することを意味しているOまた､710年の r根本説一切有部芯舞尼毘奈耶｣巻第五
にも｢於二此城中_有二長者見舎伎_O(中略)毘舎佳農朝早起巡ニー惑俳塔Jo｣が見られる｡r代宗朝贈司
空大群正廓智三蔵和上表制刺 巻第二所収の唐 ･大暦五年(770)の奉啓には ｢先奉二恩命一往二五蛮山_0
修二功徳_至二大原_O巡ニー憩上件寺Jl｣とあり､五蛮Llに参ることを ｢巡礼｣としている｡794年成立
の r大唐貞元締開元輝教録j巻上には ｢巡ニー種聖殿壁林八塔 lーZ｣が見られる0800年成立の ほ 元新
定稗数日別 巻第十七にも ｢巡ニー惑五蛮 ■ー3｣､｢巡ニー薩八塔ノ4｣がある0988年の r末席僧別 巻第二
十一には ｢文殊舌｡汝可レ往二-話語菩薩院_次第巡徳】5｣が見られる｡
日本において ｢巡礼｣の用例は8世紀後半から見られるようになった｡先人元開 (淡海三船)が宝
亀十年 (779)に著した鑑英の伝記 r唐大和上東征伝｣には ｢辞ニー惑育王塔_O巡ニー破備跡_L6｣､｢大和
1室町期以降に見られるようになった｢順札｣の用例は対象外とする｡
5 r大蔵経j五一､P907
6 同上､五〇､P233とP240
7 同上､二三､PIO53
8 同上.二四､P549
9 同上､P452
10同上､二三､P929
1 同上､五二､P837
L2同上､五五､P796
■'同上､P894
14同上.P896
L5同上､五〇.P844
L6｢拝啓類従｣5､P531
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上巡二･意聖跡_｡出二姑空隙_｡入二臨海解 _17｣とあるIS｡円仁の r入唐求法巡愚行記lには題名のほか､
次のような ｢巡礼｣を用いて記した箇所が見られる｡
便擬T巡ニー惑名山_.訪レ道修行上-サ (唐 ･開成四年 (承和六年､839)七月廿八日)
在二此山院_過レ冬､到レ春巡ニー種名山_詣ニー等聖跡 2ー0 (開成四年九月三日)
蹄二-心聖跡_､志ニー奨巡稜 _21 (m成四年九月十二EI)
今欲T出行巡ニー硬結虞_読.,一尋悌数ヒ2 (開成五年正月十九El)
往二･赴五菜等名山及諸方鹿一巡=-絶望鉢山 等レ師撃レ法23 (開成五年三月五日)
Bg仁本軒往二韮山_鮭レ夏､後遊二諸鹿_､巡=-惑筆跡_21 (開成五年三月八日)
五月一日到二五韮山一巡ニー惑聖跡_25 (EM成五年八月廿四E])
上記はいずれも円仁が自署 した保や状などの公文啓から妙技 した｡そのうち ｢巡礼名山｣｢巡礼聖
跡｣などは漢訳仏典はもちろん26､公験という唐の公式的通行沓にも見られる｡当時の中国において
一般的な用語として使われていたと考えられる｡さらに､公文智の抄録のほか､
便擬三山院過レ冬､劉レ春遊行巡二･惑韮山_21 (開成四年七月廿三EE)
巡=-頑五韮LL送供人僧尼女人.共-盲験人同在レ院宿劫 (開成五年四月廿五日)
斎後見,救十佃巡ニー惑南韮_去上が 佃 成五年四月廿九日)
いずれも五室山を巡礼することを記 した｡｢巡頑五盃｣という言い方は唐僧凹照が800年に探 したr貞
同上
r唐大和上東征伝｣は銘文の弟子･唐僧思託が著した r大唐鮮戒師僧名記大和上銘克則 を底本として､共人元
用が略抄したものである｡r大店特戚師僧名配大和上程克則 は現存していないので､r唐大和上東征伝lと内容
の比較はできない｡したがって､r唐大和上架征伝Jの成立は円仁の r入唐末法巡敢行記｣より早いが､その用
例が ｢巡礼｣の日本での史料上初出と言えるかどうか､また検討の余地がある｡
r緩々辞書類従112.P195
同上､P196
同上､P197
同上,P199
同上､P204
同上,P206
同上､P231
例えば,r大唐大藩恩寺三乗法師別 巻第三に r巡租聖逓｣(r大森削 五〇､P233)､r法華経付記｣巻第八に
r巡亀名山｣(†大我軽j五一,PB6)が見られる｡
r緩々辞さ類従｣12.P194
同上､P213
同上.P214
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元新定稗数日録j巻第十七30にも見られる｡
また､次のように､寺院内の諸堂塔 ･仏前を礼拝することを ｢巡礼｣と記した例がある｡
諸船到二鰐智寺東逮_停住､傑人レ寺巡憩 3L (開成四年二月廿日)
行到二竹林寺 断ー中､斎後巡二･惑寺舎_32 (開成五年五月一日)
軒後入二度脱寺一 巡ニー惑孟蘭盆曾_及入川見二龍泉_､次入二崇福門一巡ニー憩傭殿_､閣下諸院皆
舗設張列光彩映レ人､供陳珍妙,傾城入金来二巡惑_33 (開成五年七月十五日)
円仁の入唐について､rEl本三代実録｣の貞班六年 (864)正月十四E]灸に ｢開成三年七月二日到二
楊州_｡同年十月O酎 吏入レ京｡阿仁苦講レ留二･住楊府_O意在レ巡ニー札天台及五韮等諸聖跡_o李相公
徳裕間奏｡有レ勅不レ許二巡礼 3ー4｣｢但意楽欲レ得下人二園内_巡E-,･礼聖跡ヒ35｣｢文登願牒粁来云QEl本酎 田
等｡今須≡任レ意巡ニー礼諸聖跡 3ー6｣｢至二枚七月_｡巡二･礼南蛮_37｣などがある｡また､貞観十八年 (876)
六月十五El条に ｢昔者慈覚大師入唐求法之日｡巡=-礼姦LL之時｡感二-遇文殊化現師子聖燈囲光_｣が
あるO元厘八年 (884)三月廿六日条には ｢登=一挙五韮LL｡巡二-礼聖跡_3B｣と昏かれているO
さらに､同じく僧侶による中国への巡礼について､貞観九年 (867)六月十一日付の ｢安禅寺伽藍縁
起資財帳39｣には ｢悪運就化､要三･望乗=公帰船_入レ唐､巡ニー礼燕福 ･興善星茶道場_､得レ見二育能義
其和尚二｣｢経=五箇年_巡礼求学｣と曹連の入唐が記されているor日本紀略jの延長五年 (927)正月
廿三El条には ｢僧蒐津等賜二大宰冊牒_｡欲レ赴二大宋Eg福川府_O為し巡=-惑五韮山_也｣とあるO蒐和
二年 (986)八月一八El付の r清涼寺釈迦堂本尊胎内文沓10｣にも ｢九月九日巡ニー礼天台､訪智者之霊
舵_｣と､東大寺僧法活の天台山巡礼を記したor智陵部所蔵壬生家古文割 に永延二年 (988)二月
八Elの太政官符案41に斎然の弟子 ･嘉因の大乗に関して ｢適参二五山一､巡二-礼文殊之聖跡J ｢抑基経
レ致二巡礼伝法之功_､未レ迷レ財施二供蕃□J と記されているO
以上の用例から見ると､十世紀束まで ｢巡礼｣という言葉はもっぱら中国での仏教聖跡に礼拝する
ことに用いられていたO漢語仏典の用例とも一致したところが多く､中国語としての ｢巡礼｣が日本
'ur大蔵経J五五､P89
31†緩 辞々世類従｣12､P180
32同上､P214
3コ同上､P227
31rEl本三代実削 ､P124
35同上､P125
≠ 同上
37 同上
38同上､P555
》r平安遭文｣一六四号
10同上､四五六七号
1 同上､四五七五号
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に移されてそのまま中解語的な意味で使われていたと考えられる｡特に中国の史料でも､日本の史料
でも ｢巡礼聖跡｣という用例がたびたび見られる｡一種の熟語として定着されていると言えるだろう｡
また､中国の史料では ｢巡礼｣という動詞の目的語である巡礼対象をはっきり番かず､聖跡や堂塔と
いった表記の用例が大半となる｡唐 ･乗の時代において､特定の寺名 ･地名と ｢巡礼｣をつらねた用
例は五韮山 ･天台山への巡礼以外ほとんど見られない42｡それは中国における五重山 .天台山の室山
信仰につながり,｢巡礼｣という言葉に特別な意味合いがあるのではないかと推測される｡
二､平安中期以降の ｢巡礼J
十世紀末頃から､El本国内の寺院仏閣-の参詣も ｢巡礼｣という吉葉を用いた例が見られるように
なった｡｢巡礼｣の使用坂面によって､用例を概ねPg種類のバターンに分けることができる｡
(1) 諸霊山聖地への巡礼
日本国内の寺院への礼拝を ｢巡礼｣と称する例として､rEl本紀略｣の永延元年 (987)十月廿六日
条に ｢皿離寺法皇修二一行南京_｡巡ニー頑諸寺_｣がある｡円献院が奈良の諸寺を礼拝したことが紀され
ている｡1040年代成立とされるr大El本国法華経験記Jの第五九には｢巡二一礼二荒慈光等東国謙LL43｣
と二荒山 ･慈光寺など蛋場に巡礼したことが記されている｡その第六十に ｢日本国中一切笠所､無レ
不二巡礼_必言nJ二千部J14｣､第八六に ｢巡ニー礼処々題験勝地_`'5｣とあり､霊験空地を所々に回って修行
したという｡大江親通が保延六年 (1140)に探した r七大寺巡礼私記Jは奈良にある七大寺を巡った
際の巡礼記であるor吾妻鋲｣の建久四年 (1193)十一月十五El粂に ｢菟僧正失脚巡=一札鴫岡勝長寿院
‖i,JEl:
等勝地_｣､建久六年 (1195)四月三日条に ｢耕軍家井御墓所姫君等｡密密 ･清水以下霊地巡礼給｣､
また同年の六月十八日条に ｢御重所姫公等懲懲令レ巡二･礼清水寺以下霊地_給｣とある｡このように複
数の不特定寺院への参詣を ｢巡礼｣と呼ぶのは､仏典や平安初期の史料に見られる ｢巡礼諸方｣の意
味と用い方を受け継いで生まれたものだろう｡
(2) ｢経堂巡礼｣
前述のように､寺院内の堂塔への礼拝は早くから ｢活量巡礼｣｢巡礼諸堂｣とよんでいる｡r権記J
の長保元年 (999)十月十二E]条に ｢輿二林懐扶公義康等_奉.,挿=詩堂一 見=奇異物等､牛頭栴枝沸持
迦尊御足跡納建築浄土等一也､此外亦有二希代之珍-､巡頑之間不レ含二タ座｣ とあり､藤原行成が興福
五美山への巡礼について,r大歳軽｣には ｢逼帝五兼｣｢五韮山遇最｣｢過重五頂｣などがある｡天台山への巡礼
は r大叢経)に例が見られないが.r延暦寺文書｣に泉程が入唐した幣の ｢唐明州遺書 明州牒｣(平安渡文一九
早)などには｢往天台山巡惑｣という表記が見られる｡
r往生伝 法華挨紀J.P538
同上､P539
同上.P551
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寺に参詣した時､興福寺諸堂や仏足跡を ｢巡礼｣したと番かれている0r/J､右記jの治安元年 (1021)
三月廿九日条には藤原道長が無丑寺院に百余体絵仏を札拝して供養したことに ｢願主引=諸卿_被=巡
礼_｣と記されている.r兵範記Jの仁平三年 (1153)十月廿六日条に ｢左府参法成寺､令レ巡ニー頑講
堂 給ー云々｣とあるOまた､嘉応二年 (1170)四月五日条に扱津の箕面寺に参詣した際 ｢先南井供二燈
明一､次詣二桝才天女賓前_､修法施､次昇=瀧下 所ー々巡頑了｣と沓かれている｡r山塊記｣の冶承四年
(1180)三月五日条に ｢今日緬政被レ入二宇治r云々､<去年十一月関白詔以後未二参入_也>於二本堂_
被レ行二諦経_､次巡ニー惑所々_､次開二経戒_｣とある (<>内は割注)｡ほ 刺 の承安三年 (1173)十
二月七日条に ｢参二新御堂一､巡惑人々所レ沓之色紙形之中､前大僧正準､殊神妙也｣､建久五年 (1194)
九月廿一日条に ｢巡=-惑金堂蒲勤浄土俳壇_｣.また建久七年 (1196)三月六E]条に ｢巡=一種寺中一｣と
番かれている.r民権記Jの発音三年 (1231)八月十四日条には ｢次騎レ馬参=興福寺_､南円蓋･東西
両金堂所=巡礼_也.次参二東大寺_､参二内陣_､一皮所二巡礼_也｣とあり,｢参二内陣_｣の傍注として
｢為レ礼二大俳_也｣があるor岡屋関白記Jの建長三年 (1251)七月十九El条には ｢梯暁下ニー向宇治_､
参二平等院_開=緩戒_､柳依三有二可レ見之昏籍_也､前大僧正被レ東レ骨､又巡ニー札諸堂_｣とある.ここ
にも平等院の諸堂を礼拝することを ｢巡礼｣と記している｡以上の用例は寺院内の堂塔を歩き回るこ
とを ｢巡礼｣といっているが,ここでの ｢諸堂｣は-箇所の寺院にある複数の建築物を指しているだ
ろうO
しかしながら､同じく ｢巡礼諸堂｣という表記で､r玉刺 の建久四年 (1193)Pg月廿九E]条には
｢今旦､参二南ml堂 .金堂等一､次参二東大寺_､次好勝之次､過二手治一 巡二-頑講堂｣ とあるOここ
での ｢諸堂｣は-寺院内の建築物ではなく､宇治にある諸寺を意味しているor吾妻鏡｣の元久二年
(1205)四月八El条にも ｢牌軍家鎌倉申請堂巡礼給｣､建暦二年 (1212)十二月廿九日条に ｢賂軍家政
右幕下法花堂以下巡ニー礼諸堂_給｣､寛元二年 (1244)三月一日条に ｢将軍家巡ニー札鎌倉申請堂_｣と
あり,鎌倉にある諸寺院堂杜を ｢諸堂｣という｡平安初期までの用例では巡礼の対象である ｢諸堂｣
はだいたい複数の堂塔を指していたのに対して.平安中期から.｢諸堂｣は一定地域にある複数寺院と
-寺院の境内にある複数堂塔という二つの意味を持つようになったのである｡
さらに､平安後期には､｢南都巡礼｣のように地名と ｢巡礼｣とで構成した言葉でその地域にある複
数寺院への参詣を表す用例が見られるようになったor山塊記｣の治承三年 (1179)二月廿三El条に
｢卯勉為レ惑二百塔_向二騎隆寺方小 室二千春日木辻､而右大勝宗盛､被二前行_､依レ網レ人更レ出二一億_
東行､巡:頑一棟栃笥連､法成寺､浄土寺､白川連一､合二四十基 ｣ーとあり､一条櫛笥辺りの寺社を
巡礼することが記されている｡r玉兼｣の建久四年 (1193)四月廿九日条の割注にも ｢用レ輿.南都巡
惑､輿也｣とあり,｢南都巡礼｣で奈良の諸寺への参詣を指している｡それは ｢南都諸寺 (諸堂)巡
礼｣という表記に ｢諸寺 (諸堂)｣を略したからではないかと考えられる｡
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(3) 特定寺院への巡礼
長元四年 (1031)に上東門院藤原彰子が住吉指を行なった際､源師房が番いた歌序の冒頭に ｢母俵
仙院,巡ニー礼住吉盈社_46｣とあるのが r栄華物語】巻三十一に見られる｡これまで ｢巡礼｣の用例に
は巡礼対象を ｢諸重｣｢諸山｣｢諸寺｣と表記していたが､ここではじめて巡礼対象の寺社名を明記す
るようになった｡ただその後はしばらくの間､類似した用例がなく,12世紀後半に再びそのような用
例が見られるようになった｡r山塊記Jの治承四年 (1180)三月廿三日条に ｢仁和寺巡憩｣とあり､仁
和寺参詣を ｢巡礼｣となかれている｡r玉刺 の治承三年 (1179)二月十一日条には ｢今El､智々相ニ
具ー女房等_､巡二-頑叔勝院｣ とある｡さらに r吾妻毒別 の文治二年 (1186)八月十六EI灸に低岡八
幡宮に参詣したことを ｢巡ニー札桟岡_｣と記されている｡文治五年 (1189)九月廿三E]条に平泉の無
蚤光院に参ることを ｢於=平泉_巡ニー礼秀衡建立無蛍光院_給｣とせかれている｡r民軽記Jの覚書元年
(1229)六月廿九日条に ｢日出之雀宮過､奉幣如レ常､次令レ巡=一礼興福寺_給｣とある｡南北朝成立の
r恩管記｣の永和二年 (1376)六月廿七El条にも ｢今EI巡二-礼永観望｣ とある｡
本来,中国の経典では特定の場所への巡礼は五韮山 ･天台山 ･峨眉山などいわゆる仏教豊山に参詣
することしか ｢巡礼｣とよばなかった17｡平安末期から日本において寺院名と ｢巡礼｣という言葉を
合わせて成した表記が頃栄に用いられるようになり､どんな寺院への参詣でも ｢巡礼｣と呼ばれるこ
とになる｡それは ｢巡礼｣という外来語が次第に日本語化されると言えるのではないかと思われるO
(4) 三十三所巡礼など修行としての巡礼
平安中期以降､-寺院-の参詣より､多くの寺院へ何度も参りに行くことを重視する風潮が現れた｡
r今昔物語刺 巻十六の第十五には毎月十八日に百寺院に詣でた貧しい侍の話がある｡保延六年(1140)
成立の r七大寺巡礼私記Jには南都七大寺巡礼があり､r懸味記｣の仁安三年 (1168)五月廿-EI条に
は七観音請のことが記されている｡r山挽記｣の冶承三年 (1179)二月廿三一廿五El条と治永四年三月
廿二 ･廿三日条にも育塔 (育寺)を札拝したことが記されている｡
そのような多数の寺院-の参詣を ｢巡礼｣と称するのは南都七大寺巡礼のほか,三十三所巡礼があ
る｡鎌倉末期に成立した ｢寺門高僧記J巻四の行尊伝に ｢観音墓所三十三所巡護記0日叔百廿EI48｣と
同じく r寺門高僧紀｣において､巻六の党忠伝に ｢頗保元年正月三十三所巡頑別記レ之49｣が史料上の
初出と言われている｡13世紀以降成立とされた r粉JH寺縁起Jにもこの二人の巡礼が見られる｡r粉llr
鵜r栄華物捌 3,P210
17そのような用例について､r大蔵経｣では五基山への巡礼が多く見られる｡天台山巡礼は l大束軽Jに見られな
いが､r延暦寺文利 の r唐明州遺書 明州牒｣(平安遺文一九号)など公族や喋に見られる｡低層山への巡礼に
ついては､明の佃･明河が扶した ｢捕細高僧別 巻十五にEl本倍 達始の伝記に ｢巡竜峨眉｣が見られる｡
a r扶群書類従｣28上､P49
m 同上､P72
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寺縁起j第廿九は ｢修行巡礼の昔､当寺に参施して､殊税音の豊応を仰ぐ50｣と行啓が巡礼を行なっ
た時､粉川寺に参龍したと記されている｡また､第什二は ｢久安四年春､州三所の巡礼をいたすSEJと
党息の三十三所巡礼を記した｡
さらに､鎌倉中期から三十三所巡礼をはじめ､行者が修行として行なっていた ｢巡礼｣の用例がし
ばしば史料に記されるようになった｡13世足後半の成立とされた r醍醐寺文番Jの ｢俳名院所司目安
案｣に ｢不住院主坊事者､修験之習､以f南山斗蔽絶山千日坐二束窟_冬龍､四国遠路三十三所諸国巡
礼t遂二其臥 52｣とあり､四国遠路･西国三十三所など諸国巡礼を修行の一環として行なったことが沓
かれている｡r筑前較国寺文割 には ｢然間斗薮之次､巡ニー札当山_之処､峯分二八糞 5ー3｣とある｡r高
野山文昏宝飾典十三jに ｢詣二当寺之勝地_､参耗五二両三年_､巡礼及二一千_54｣とある｡掛辛勝尾寺
文砂に姦暦二年 (1327)十一月三E]付の ｢阿閣梨行祐寄進状｣には ｢抑首寺千手艶音者､三十三所之
随一,往来兼習之墓場也､而廻国巡惑行者,連節参詣.諸人社務､紫煙不退通夜5｣と､廻国巡礼を
する行者が参りにいくことが記されている｡元弘元年 (1331)前後執筆の r徒然草｣には第二三八段
には ｢三塔巡礼の事侍りLに｣とあり､天台僧が行なっていた三塔巡礼を指している｡そのような修
行としての巡礼は西国三十三所巡礼や四国遠路といった一定の複数寺院を参詣することがもっとも
代表的だといえる｡これが後に ｢巡礼｣の主な意味にもなったのであるO
三､｢巡礼｣の類語
巡礼の類語といえば､｢巡拝｣や ｢巡詣｣などが親しまれていると思うが､史料上ではそういった用
例がきわめて少ない.｢巡礼｣という用語がEl本に伝入された前には､r日本杏紀｣に孝徳大化元年
(645)八月に ｢巡=-行諸寺_｣という ｢巡行｣の用例が見られるが､｢巡行｣は単なる ｢巡り歩く｣と
いう恵味である｡
rEl本三代実録Jの元慶八年 (884)三月廿六日集には ｢太上天皇､巡ニー覧山城 ･大和 ･摂津等国
名山仏寺J があり,｢巡り見る｣という忠味の ｢巡覧｣を用いて､山城や大和 ･摂津にある寺院に詣
でることを記した｡r扶桑略記Jの永延元年 (987)十月廿六日条に ｢凹融法皇御ニー幸南京_｡巡ニー挿
話寺_｣と沓かれているが､rEl本紀略Jに同じ日付の記事には ｢卸融寺法皇修二一行南京_｡巡=･惑話
寺J とある｡｢巡礼｣と ｢巡拝｣が ｢巡って礼拝する｣という意味での同義語として用いられた｡さ
らに､12世だ前半成立の r後拾遺往生伝J下の一には ｢緒有名之処｡巡詣札レ仏｣と､｢巡って詣でる｣
という意味で ｢巡詣｣を記した｡
5qI寺社樟起｣､P65
sl同上､P67
52r醍醐寺文利 ニノ四一七号
53rit倉並文j九三二六号
31同上 二九〇九二号
sr勝尾寺文割.P40
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また.今日では神仏にお参りに行くことといえば ｢参詣｣という言葉がある｡｢熊野参詣｣や ｢四天
王寺参詣｣などで邪l染まれている ｢参詣｣は ｢巡礼｣と同じく､中国から伝来した言葉である｡もと
もと ｢謁見｣､すなわち ｢貴人のところを訪れる｣ことを指している｡r入唐求法巡愚行記Jの唐 ･開
成三年 (永和五年､838)七月廿El条には ｢良串等下レ紡.参二-詣大便所_56｣とあり､大便を訪ねてい
くことを r参詣｣と沓かれている｡rEト本三代実録Jの貞税二年 (860)八月十一日条に ｢明経博士等
参ニー詣東宮｣､貞較十一年 (869)八月三日条に ｢明経博士等参二一詣内義_､論議如レ常｣とある｡r延
書式｣巷四十三にも ｢其El依二時刻_｡博以下諸侍従｡内舎人各署二朝服_参詣共侯57｣と､内轟に訪れ
ることを ｢参吉旨｣と記した｡
しかしながら､rEl本紀略Jの昌泰三年 (900)十月某日条に字多法皇の高野山御幸について ｢太上
法皇参=-詣南山Jと記されている｡延喜五年 (905)九月業E]粂には ｢太上法皇参二一詣金峰山寺Jが
見られる｡平安中期以降､｢参詣｣が宗教的な尊い場所に訪れることを意味するようになった｡特定寺
院に参ることにも意味する ｢巡礼｣と同義とも言えよう｡さらに､r大E]本隊法華経験記Jの第三六に
｢参二-詣中生_｣､12世妃初頭成立の r拾遺在生伝J上の第二三にある ｢又参ニー詣根本中生_二千八百菌
El｣といった用例のように､天台僧が比叡山の根本中豊に参ることを ｢参詣｣と称していた｡r後拾逝
往生伝]下の十八には ｢蒙他郡忽行二大法会一｡此里参ニー詣件会所_｣とあり､法会が行なわれる場所
に参詣することが瞥かれているOまた,r大日本囲法華経験記｣の第九三に ｢即参二一詣蔵王大菩薩宝
前_｣とあり､r今昔物語刺 巻十三の第十六にも ｢宿願有ル二位テ八幡宮ノ智前二参詣ス5B｣とある｡
仏前に行くことに ｢参詣｣という言葉が用いられたのは本来 ｢食入のところを訪れる｣という語務か
ら派生したと考えられる｡
さらに,r入唐求法巡徳行記Jの開成四年九月三日条に ｢欲レ凝三便軌 道ニー惑諸庭J｣､開成五年正
月十九日条に r遊二-愚論虞一等レ師訪レ道60｣とあるように､｢遊札｣という言葉が巡礼の類語として沓
かれている｡｢遊礼｣は r大蔵経lの中にしばしば見られる用語である｡r大方旗三戒姪J等中に ｢皆
レ遊ニー惑誰塔_6lJとあり.r鹿清涼別 巻中には ｢同室=金印溜_｡遊ニー惑聖透_62｣｢追ニー惑五重北蛮_63｣
がある｡いずれも｢巡礼｣と同じような用い方になっている｡｢巡礼者｣という｢巡礼｣の派生語に対
して､r旋清涼別 巻下に ｢遊轟音至レ此｡既不レ能レ進61｣とあり､｢遊礼｣の派生語として ｢遊蔵者｣
があることが分かる｡しかしE]本の史料において ｢遊礼｣の用例は r入唐求法巡惑行記JLか見られ
56r緩々辞書類従j12､P168
S7r延古式J.P93l
s8r今昔物語 本軌.P155
斡 †緩々辞書軒別 12､P196
60同上､P199
l`r大歳経｣十一､P639
62同上､五-､P1112
63同上､P1117
61同上､Pl126
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ないのである｡それは円仁が中国にいる間､現地の青葉から影響を受けたためと推測される｡また､
｢巡礼｣の類語として日本の史料に見られる ｢巡拝｣｢巡詣｣や ｢参詣｣は r大蔵経Jでは類似した意
味の用例が見られない｡
おわりに
｢巡礼｣という青葉が日本に伝来した当初には.平安初期の史料にも見られるように中国語的意味
合いで使われていた｡ところが､平安中期から寺院名と ｢巡礼｣という吉葉を書きつらねた用例が見
られるようになった｡さらに平安末期以降､地名と｢巡礼｣が一緒に替かれている用例も登場した｡そ
れは外来語である ｢巡礼｣が本来の意味と用い方が崩れ､次第に日本語化されていたと言えるだろう｡
中国語としての ｢巡礼｣は､その類語に ｢遊礼｣と ｢尋札65｣とが存在するように ｢礼拝｣の意味
合いが強いと考えられる｡だが､日本に伝えられた後､特定寺院に参ることを意味することがあって
も､汚韮山.諸堂の巡礼､さらに r七大寺巡礼｣｢三十三所巡礼｣など複数建築物が有する場に参るこ
とを指す用例が圧倒的に多いと思われる｡それは日本語としての ｢巡礼｣は｢礼｣(礼拝すること)よ
り｢巡｣(巡ること)の意味が強調されていたからではないかと考えられる｡それとより多くの功徳を
得るため.多くの寺院を何度も参りに行くという平安時代にすでに存在した信仰の実践とつながるこ
とも推論できるだろう｡
｢巡礼｣の用例を巡礼対象と使用場面によって並理 ･分類を試み､その語兼 .概念の変化背Ii･につ
いて百薬レベルの考察をしてみたOだが､｢巡礼｣と呼ばれる行動は一体どう行なわれていたのか?そ
の実態に関してまだまだ検討の必要がある｡また､中世中 ･後期からよく使われている ｢西国巡礼｣
という用語の発生と走者過程､そして西国三十三所巡礼という僧仰行動の一般化との関係については
今後の検討に言頼ることとする｡
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黒板勝美 ･凶史大系編修合宿 r今昔物語 本朝J､書Jl弘文館.1967
黒板勝美 ･国史大系編修曾編 r交替式 ･弘仁式 ･延書式｣､吉川弘文館､1965
黒板勝美 ･国史大系編修骨箱 r吾妻剰 前桁),吉川弘文館.1964
黒坂勝美 .国史大系編修骨箱 r吾妻線1後茄,吉川弘文館､1965
増補 ｢史料大成｣刊行全編 r権記｣､藍川軒店,1975
増補 ｢史料大成｣刊行会席 r兵範記1-､臨川砂店､1975
増補 ｢史料大成｣刊行会席 r兵範記 五 ･江記 ･平知信朝臣記J､臨川督店､1975
増補 ｢史料大成｣刊行全編 r山塊記j二､臨IE沓店､1975
増補 ｢史料大成｣刊行全編 r山塊記J三､臨川杏店､1975
東京大学史料編纂所箱 r民綻記JI二､岩波沓店.1978
東京大学史料編纂所編 r民綻記J四.岩波砂店,1978
東京大学史料編纂所箱 r/ト右記1六､岩波啓店.1987
東京大学史料編纂所編 r岡屋関自記｣､岩波沓店､1988
東京大学史料編纂所箱 r大日本古文啓 蒙わけ第十九ノ二 醍醐寺文割 ､東京大学出版会､1980
塙保己一編 r群番類従15､続拝啓類従完成会,1960
哨保己一霜 r耗群軒類従112上､耗群空手軌従完成会､1923
哨保己一編 r続辞せ宇類従｣13上､続群昏類従完成会､1938
哨保己一宥 r耗群恕類従｣28上､続群恕類従完成会､1926
回昏刊行全編 r続々群沓類従112､扶群怨類従完成会､1970
井上光貞 .大曽根章介校注 r往生伝 法華験記｣､岩波番店､1974
桜井徳太郎 ･萩原龍夫 ･宮田登校注 r寺社縁起J､岩波沓店､1975
回番刊行会鳥 r玉剰 (全三巻)､名著刊行会,1971
竹内理三宿集 r限管記j四､臨川沓店､1967
竹内理三編 r鎌倉適文l古文審霜､東京堂出版､1971-1989
竹内理三宿 r平安遺文J古文督編､東京堂出版､1974
永郡安明校注 ･訳 r方丈記 徒然草 正法眼萩随聞記 歓異抄｣､小学館､1995
山中裕 ･秋山鹿 ･池田尚隆 .福長進校注 ･訳 r栄華物語13､小学館､1998
論文 ･論著とそのほか
日本
高棟渉 ｢<札所>巡話の宗教的性格｣,r宮城学院女子大学研究論文集149号､1978
真野俊和 r旅のなかの宗教-巡礼の民俗誌-1､El本放送出版協会､1980
星野英定 r巡礼一聖と俗の現象学j講談社現代新書､1981
(177) 56
市代 Ff'1蛙における ｢巡礼｣ 体 慾如
鎌田茂雄 ･河村孝照 ･中尾息信 .福田完成 ･吉元信行編 r大蔵経全解説大事典J､雄山間､1998
田中智彦 ｢巡礼と順札｣､巡礼研究全編 r巡礼論集1 巡礼研究の可能性｣､岩田沓院､2000
中山和久 ｢巡礼をめぐる理解と誤解｣､｢国立歴史民俗博物館研究報告｣91､2001
台湾
羅竹風主編 r7英語大詞典J､宝横束華､1997
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